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1	 はじめに

神社や寺院に奉納された絵馬には、神仏に対する願い
や感謝の気持ちが込められている。「絵馬」という名前の
通り、馬を描いたものもあれば、馬以外の動物を描いた
もの、歴史上の人物を描いたものなど、その画題は多岐
にわたる。また、絵馬には、奉納者の名前や住所、奉納
年月日、作者の落款や署名などが記されていることが多い。

絵馬から得られる情報は、さまざまな学問分野にとっ
て貴重な史料となる。たとえば、ある地域内の社寺に奉
納された複数の絵馬から画題の傾向を分析することに
よって、奉納された地域の信仰や生活文化について知る
ことができる。また、美術史的な観点から、様式などに
ついて追究することもできる。絵馬は、その史料的価値
の高さから、保存と活用を推進すべき文化財といえる。

本州以南の研究成果を眺めると、すでに県単位で絵馬
目録を作成し、地域的な特徴を見出した事例も少なくな
い。北海道に関していえば、全域を網羅した目録が発表
されたことはまだないが、各市町村史などで各地域に現
存する絵馬が取り上げられてきた蓄積はある。北海道博
物館においては、その前身である北海道開拓記念館で美
術史を担当していた学芸員の林昇太郎氏（故人）が、北
海道に現存する絵馬の集成をめざし、特に日本海沿岸部
を中心に現地調査を実施してきた。その成果には、当該
地域の神社19件、計180点の絵馬についてまとめた調査
報告「積丹半島に現存する絵馬について」（1993）など
があり、調査時の写真フィルムは現在も北海道博物館に
保管されている。

筆者は、林氏の実績をふまえつつ、北海道内に現存す
る絵馬の調査・研究を進めたいと考えている。ただし、
先に挙げた報告（林 1993）ですでに絵馬調査が行われ
た地域についても、調査から30年ほどの時が経過して
いるため、現地調査を改めて行い、現状を把握する必要
がある。本稿は、（林 1993）においてすでに報告が行
われた寿都町内を、筆者が改めて調査した結果を報告す
るものである。

2	 調査の概要

筆者は、2019（令和元）年10月に、寿都町内（以下、
「町内」と記す）の神社8社と、寿都町総合文化センター
の計9件において現地調査を実施した。神社の調査にあ
たっては、壽都神社宮司・山口智久氏や、寿都町教育委
員会学芸員・九谷葉澄氏、町内の神社を管理する役員の
方々（以下、「寿都町内の各氏」と記す）のご協力に
よって、あらかじめ町内の各神社における絵馬の有無を
把握することができた。町内には、神社が他にもあるが、
絵馬が現存する神社に絞りこんだ結果として、上述した
9件を調査することになった。時間等の都合上、今回は
寺院を調査対象としなかったため、町内の悉皆調査には
至らなかった。

調査をはじめたところ、写真や、風景を画題とした額
など、絵馬にふくめるべきか否か迷うものが複数あった。
林氏もこのことに触れ、どこまでの範囲を絵馬調査の対
象とするか、いまだ定まった説がないことなどを示した
うえで、「一応、拝殿などに奉納されている額類はすべ
て記録することとした。」（林 1993：98）としている。
筆者も、同一のルールで本稿を作成することにした。本
稿の目的は、町内の絵馬について新しい説を立てたり、
何かを明らかにしたりすることではなく、その前段階と
して、まず町内に現存する絵馬を網羅的に把握すること
にある。それができれば、今後、さまざまな学問分野に
おいて、考察を深められる可能性がある。こうした進展
を期待するならば、現段階では、調査範囲を厳しく絞り
込むよりも、広く設定するほうが適切だと判断し、結果
として、林氏と同一のルールを採用するに至った。

ただし、筆者が林氏と同一のルールのもと記録を行っ
たからといって、厳密に両者の調査結果を比較すること
はできないということを、あらかじめお断りしておきた
い。たとえば、林氏の報告に「画題：風景」と記載され
た額について、対応する図版が掲載されておらず、なお
かつ奉納者名などの文字情報もない場合、今回の調査に
おいて、筆者が風景を画題とする額を確認したとしても、
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両者が同一のものなのかは不明である。こうした事情か
ら、本稿では、林氏の報告と今回の調査における絵馬の
記録を1点1点照らし合わせて比較することはせず、あ
くまで2019（令和元）年10月に調査した結果を報告す
ることに努めた。

（1）	調査方法
熟覧、写真撮影、計測などの方法を用いた。調査にあ

たっては、寿都町内の各氏に同行していただき、状況に
応じて聞き取り調査も実施した。

（2）	調査結果の概要
表1に所在地別絵馬数を、表2に所在地別絵馬一覧を

それぞれ示す。
①絵馬の総数

今回確認した絵馬の総数は計140点である。林氏がす
でに指摘しているとおり（林 1993：98）、字磯谷町能
津登の海神社に現存する絵馬の数はそのほかの神社に対
して突出して多く、今回の調査では80点が確認された（1）。
②画題

もっとも多かった画題は船で、20点程度を確認でき
た。そのほかに複数確認された画題としては、風景、神
仏、動物、馬、武者、物語などが挙げられる。ただし、
これらの画題を明確に分類することは難しく、どれに振
り分けるべきか迷う絵馬が多数あった（2）。本稿では、本
州以南の絵馬目録を参考にしながら、それぞれの分類に
振り分けた。画題の詳細については、表2「所在地別絵
馬一覧」に各絵馬の情報を示した。今回は画題を記録す
るだけにとどまり、分析には至らなかったので、今後の
研究課題としたい。
③奉納年代

奉納年代が特定できる絵馬の総数は75点だった。最
も古いものは、字磯谷町鮫取澗の稲荷神社にある1872

（明治5） 年の武者絵（寿-4-2、写真：p.186）であり、
近世の絵馬は確認できなかった。元号別に分けると、明
治期が41点、大正期が5点、昭和期が26点、平成期が3
点確認できた。

また、神社によって、絵馬の奉納年代に偏りがみられ
た。字樽岸町建岩の稲荷神社にある6点の絵馬のうち、
奉納年代が特定できる絵馬4点はすべて昭和期に奉納さ
れたものだ。社殿内には、「聖旨奉体記念／神社造営」

「昭和十二年九月竣工」と記された板がある。絵馬に記
された年号によれば、最も古いものは1930（昭和5）年、
新しいものは1964（昭和39）年に奉納されており、
1937（昭和12）年社殿造営以前から引き継がれた絵馬
と、以後に奉納された絵馬がどちらも社殿に掲額されて
いることがわかる。

字磯谷町横澗の伊都岐島神社については、2点の絵馬
に、「昭和六十二年八月」と記されている（寿-5-7、寿
-5-10）。社殿内の壁には、「昭和六十二年八月吉日／伊
都岐島神社御造営／奉納」と題した板が掲げられており、
そこに奉納物の名称と数、奉納者名が並んでいる。寿都
町内の各氏によれば、伊都岐島神社は、1987（昭和62）
年に、現在地より少し山側に位置していた稲荷神社と、
海側にあった市杵島神社が合祀されたものだという。
1987（昭和62）年奉納の絵馬2点（寿-5-7、寿-5-10）
にそれぞれ記された奉納者名は、前述の板に「額」を奉
納した者として記された名前と共通していることから、
これらの絵馬は新しい社殿の造営を記念して奉納された
ものだということがわかる。

今回は考察が及ばなかったが、奉納年代と画題を照ら
し合わせることによって、両者に関連性を見出すことが
できる可能性があるので、今後の研究課題としたい。
④奉納者名

奉納者名が記された絵馬の総数は93点だった。その
うち、33点には女性とみられる名前が記されている。女
性によって奉納された絵馬のうち、25点は海神社で確
認されたもので、林氏もこのことに言及している（3）。
⑤奉納者の住所

奉納者の住所が記された絵馬は39点確認された。そ
のうち、現在の寿都町や、その周辺地域から奉納された
絵馬は31点ある。それ以外で北海道の地名が記されて
いるのは3点で、うち2点は「亀田郡」（寿-1-8、寿-6-
21）、残り1点は「長万部町」（寿-6-49）とある。残り
の5点には、本州以南の地域名がみられた。それぞれ

「加賀国」「越後」「越中」「能登」「秋田県」と、すべて
日本海側に位置する地域から奉納されている。
⑥絵馬の制作者

落款や署名が記された絵馬は13点で、全体の10％に
も満たない。ただ、画面内に落款や署名が記されていな
い絵馬の中にも、奉納者＝制作者と思われるものは複数
あった。たとえば、押絵や、肉筆の油彩画などがその例
である。だが、それを裏付ける証拠がないため、ここで
は制作者の数に入れなかった。
「絵馬藤」の署名が入った船絵馬を3点確認できた

（例： 寿-1-12、写真：p.188）。絵馬藤は、主に明治期に
大阪で活躍した絵馬師で、船や武者などの画題を得意と
した。全国、特に日本海側を中心に、絵馬藤による船絵
馬が数多く残されている。また、同じように描かれた船
絵馬のなかには、落款が入っていないものもあった。船
絵馬には、同じ絵馬師が描いたと思われる絵馬でも、落
款が入ったもの、入っていないものがあることはすでに
指摘されており（石井 1977）、描き方の特徴から絵馬
師を特定する試みもなされている（昆 2012）。寿都町
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に現存する無落款の絵馬についても、描き方を分析する
ことによって、どの流派に属するものかを検討する必要
がある。
⑦形態や材質

明治期の絵馬には、板に紙を貼り、そこに着色したも
の（表2では「板紙貼彩色」と記す）が最も多く、41点
中16点を占める。次いで多かったのが、厚紙で各部の
形をつくり、それぞれに薄く綿を入れて布でくるんだ布
細工（表2では「押絵」と記す）で、6点確認できた。
板に直接描いた絵馬（以下、「板彩色」と記す）も4点
ほど見られた。

大正期に奉納された絵馬5点については、それぞれ、
板紙貼彩色、板彩色、石版画、写真、文字が彫られた木
の板額で、別々の方法で制作されている。昭和期に入る
と、その形態や材質は多種多様になる。明治期や大正期
の絵馬に見られたような、板紙貼彩色の絵馬は確認でき
ず、代わりに、印刷物や既製品と思われるレリーフなど
に手書きで「奉納」の文字や奉納者名、奉納年月日を記
したものがいくつか確認できた。油彩や押絵、写真、さ
らには写真をパズルにしたものも見られる。

3	 船絵馬について

寿都町は、漁業を基幹産業として発展してきた町であ
り、豊漁や航海の安全を願って、船を画題とする絵馬

「船絵馬」が多く奉納されたことは、すでに先行研究に
おいて指摘されたとおりである（林 1993：102）。今回
確認できた船絵馬の総数は20点だった。そのうち9点は、
帆走する弁才船を横から見たすがたで描いたもの（例 
寿-1-10、寿-1-11、寿-1-12　写真：p.188）で、同じ
ような様式の絵馬は北陸から東北、北海道にかけての日
本海沿岸に多くみられる（昆 2012：67）。これらの様
式をもった船絵馬は、もともとはすべて肉筆により描か
れていたが、北前船による航海が活発になり、船絵馬の
需要が増したことにより、1849（嘉永2） 年ごろから、
複雑な構造をもった船体部分の描写に版画を用いるよう
になった（石井 1977：112-114）。今回確認した9点の
船絵馬も、一見すると画面全体が肉筆で描かれているよ
うに見えるが、船体部分には版画が貼り付けられている
ことを確認できた。ただし、9点のうちすべての船体部
分に版画が貼り付けられているかどうかについては、肉
眼ではわからなかった。今後、拡大鏡などの道具を用い
て、改めて確認したい。

大正期に奉納された船絵馬は1点のみで（寿-6-47 写
真：p.189）、上記の様式には当てはまらない。宝を乗
せた帆船を、正面から見たすがたが描かれている。

木などの素材で作った立体的なパーツを額に貼り付け

た船絵馬も6点みられるが、そのうち奉納年代が記され
た2点については、どちらも昭和に入ってから奉納され
たものである（寿-5-10、寿-6-48 写真：p.189）。同じ
ような方法で作られた船絵馬は、寿都町以外でも確認さ
れている。筆者が直接確認しただけでも、寿都町と同じ
後志管内では、余市町、岩内町において、同様の絵馬が
1点ずつあった。類例は、岩手県や青森県の絵馬目録に
おいても紹介されている（4）。

さらに、実物の船をそのまま小さくしたような、船の
模型を計3点確認した。このうち1点は1971（昭和46）
年に奉納されたもので、既製品と思われる洋式帆船の模
型（5）を箱型の額に入れ、絵馬に仕立てたものだ。船の背
景として、箱の内側には海と空が描かれ、そこに「奉
納」の墨書、奉納者名、奉納者の持船と思われる船の名
前が記されている（寿-7-3）。残りの2点は、専用の台
に乗せられており、額には入っていない。本研究は「拝
殿などに奉納されている額類」を調査対象としたので、
基準に従えば、この2点は絵馬に含まれない。しかし、
これらは船を題材とした奉納物であるという点で船絵馬
と共通しているので、両者の関係について検討すること
で、新たな知見を提供できる可能性がある（6）。そこで、
表2では、絵馬とは資料No.を区別して記載することに
した（7）。模型の制作者は不明で、奉納者本人が手作りし
たのかもしれないし、人に依頼した、既製品を購入した
等、さまざまな可能性が考えられる。

今後も、絵馬調査の中で、船を画題とした半立体の額
や、船模型の所在確認調査をあわせて実施していきたい。

4	 林昇太郎氏の調査について

林氏の報告（林 1993）と、2019（令和元）年の調査
結果を比べると、次のようなことがわかった。
（1）林氏の報告に掲載された絵馬のうち、一部の所

在が2019（令和元）年の調査では確認できなかった。
本稿では、それぞれを挙げることはせず、2019（令和
元）年調査で確認した絵馬を表にまとめ、現状を報告す
ることに努めた。所在不明の絵馬については、林氏の調
査写真自体が、絵馬が存在していたことを裏付ける貴重
な資料となる。これらの記録写真は、北海道博物館に
フィルムの状態で保管されている。高解像度でデジタル
データ化し、この30年の変化の記録としたい。
（2）所在が確認できた絵馬の中にも、林氏の報告（林

1993）から状態が変化しているものが複数あった。た
とえば、奉納者名などの記載事項が、林氏の報告には記
録されているものの、その後紙の劣化や絵具の剥落など
によって、2019（令和元）年調査では判読できなくなっ
ているものなどがあった。本稿の表2では、林氏の報告
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（林 1993）から情報を追加したものについては、その
旨を明記した。

5	 おわりに

本稿では、2019（令和元）年10月に実施した寿都町
内絵馬調査の結果を報告してきた。最後に、今後の課題
と展望を示す。

（1）	寿都町内の絵馬について
本稿では、絵馬の現存数や記載事項を報告するにとど

まり、地域的な特徴を見出すには至っていない。今後、
寿都町の地域的特徴や、歴史性をふまえて考察すること
によって、寿都町の生活文化史などに対して新たな知見
を提供できる可能性がある。寿都町の学芸員の協力を得
ながら、考察を深めていきたい。

（2）	その他の地域の調査について
筆者は、積丹半島周辺地域における調査の一環として、

2019（令和元）年に、岩内町、余市町でも現地調査を
実施した。2020（令和2）年は、積丹町、神恵内村、泊
村でも調査を行う予定である。これらの成果も、順次、
報告していく。こうした調査を積み重ねることによって、
各地域の絵馬に関する考察を深めていきたい。

さらに、長期的な展望としては、北海道全域に現存す
る絵馬のデータベースを作成することを考えている。
データベースには、各絵馬から得られる情報をすべて格
納し、分析や目録作成に活用する。それによって、北海
道内の社寺に奉納された絵馬の全体像をとらえることが
でき、北海道の生活文化史などに対して新たな知見を提
供できると考えている。
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として、寿都町において調査を実施した。本稿はその中
間報告である。

註
（1） 林氏の報告（林 1993：98）に記載された海神社の絵馬数は

63点である。ただし、次のような要因で絵馬が増減するこ
とも考えられるため、単純に17枚の絵馬が増えたと判断す
ることはできない。

 1. 林氏が「絵馬」とみなした額を、筆者は「絵馬」とみなさな
かった。あるいはその逆もありうる。

 2. 新しい絵馬を掲げたので、絵馬が増えた。
 3. 古い絵馬を取り外したので、絵馬が減った。
 4. 2と3のどちらも行われたので、絵馬の数は変わらなかった。

（2） たとえば、稲荷神社には、鳥居と狐が描かれた額が複数確認
された。狐は稲荷神社の神使であるから、神仏図に分類する
こともできるが、ここでは動物図に分類した。

（3） 林氏の報告（林 1993：103） 註1では、以下のように指摘さ
れている。「北海道開拓記念館学芸員の舟山直治氏のご教示
によれば、海神社における、女性を主体とした観音信仰の存
在がかんがえられ、それと女性奉納絵馬との関連を検討す
る必要がある。」

（4）（岩手県立博物館 1985：102）
 「447. 浮彫船図 昭和28年（1953） 金刀比羅神社（大船渡市）」
 （八戸市博物館 1987：128）
 「736. 浮彫船図 大正三年（1914） 大祐神社（湊）」
 「737. 浮彫船「蒼前丸」図 時代不詳 蒼前神社（櫛引）」
 「738. 浮彫船「湊丸」図 時代不詳 大祐神社（湊）
 「739. 浮彫船「幸福丸」図 昭和二年（1927）新田八幡宮」

（5） 船には英語名で別の船名が活字で記載されていることなど
から、既製品と判断した。

（6） 船絵馬と船模型の関連性については、（刀禰 1970：1）にお
いては、以下のように指摘されている。

 「絵馬のように考えていくと、船絵馬も、はじめは、船そのも
のを奉納したようである。実物と同じ船は神社に奉納でき
ないので、模型の船を奉納したようで福井県内の神社には、
北前船型の船は二十二艘奉納されてある。」

（7） 例：資料No.「寿-9-模1」

参考文献
石井謙治 1977. 船舶画としての船絵馬とその流派. 海と日本

人. 東海大学出版会.
石井謙治・安達裕之 2004. 船の科学館叢書4 船絵馬入門. 船の

科学館.
岩手県立博物館 1985. 岩手の絵馬―祈りの画譜―. 岩手県立博

物館.
河野村産業観光課編 1991. 海への祈り 海上安全奉納 船絵馬・

船写真・石造物. 河野村役場.
刀禰勇太郎 1970. 越前・若狭の船絵馬について. 民具論集 2. 慶

友社.
八戸市博物館 1987. 八戸の絵馬. 八戸市博物館.
林昇太郎 1986. 積丹半島の絵馬 北海道開拓記念館調査報告 

25: 35-42.
林昇太郎 1987. 北海道の船絵馬調査ノート（Ⅰ）. 北海道開拓記

念館研究年報 15: 71-80
林昇太郎 1987. 小樽市・寿都町の絵馬. 北海道開拓記念館調査

報告 26: 23-26
林昇太郎 1993. 積丹半島に現存する絵馬について. 積丹半島

の自然と歴史―人文編―. 北海道開拓記念館研究報告 
13: 97-112.

林昇太郎 2010. 林昇太郎美術史論集 アイヌ絵とその周辺. 北

北海道博物館研究紀要　第5号　2020年

172



Title:06_ 田中 .indd　p173　2020/03/21/ 土 16:56:49

海道出版企画センター.
昆政明 2012. 青森県の船絵馬 青森県立郷土館研究紀要 

36: 67-82.
北海道神社庁誌編輯委員会 1999. 北海道神社庁誌. 北海道神社庁.

寿都町位置図

寿都町

表1　所在地別絵馬数

所在地 絵馬数
字渡島町 壽都神社 12
字歌棄町有戸 嚴島神社 2
字歌棄町美谷 稲荷神社 7
字磯谷町鮫取澗 稲荷神社 13
字磯谷町横澗 伊都岐島神社 12
字磯谷町能津登 海神社 80
字磯谷町島古丹 稲荷神社 4
字樽岸町建岩 稲荷神社 6
字開進町 寿都町総合文化センター 4
総計 140

調査地位置図

本図は、国土地理院による地理院タイル「白地図」に調査地を追記して作成したものである。

田中祐未　寿都町の絵馬
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和
三

十
四

年
七

月
二

十
五

日
、

渡
辺

喜
一

郎
額

装
、

切
絵

渡
辺

喜
一

郎
　

　
　

　
　

　
　

寿
-3

-3
物

語
高

砂
字

歌
棄

町
美

谷
　

稲
荷

神
社

　
　

　
額

装
、

刺
繍

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-3

-4
船

弁
才

船
　

大
漁

丸
字

歌
棄

町
美

谷
　

稲
荷

神
社

　
　

（
額

・
墨

書
）

西
田

作
蔵

、
四

月
二

日
（

画
面

・
船

の
幟

・
墨

書
）

大
漁

丸
額

装
、

板
紙

貼
彩

色
西

田
作

蔵
　

　

37
.5

 （
林

報
告

に
よ

る
）

48
.0

 （
林

報
告

に
よ

る
）

　
　

〇

寿
-3

-5
船

洋
式

帆
船

字
歌

棄
町

美
谷

　
稲

荷
神

社
　

　
　

額
装

、
印

刷
　

　
　

　
　

　
　

〇

寿
-3

-6
　

文
字

額
「

龍
」

字
歌

棄
町

美
谷

　
稲

荷
神

社
大

正
9

19
20

（
板

に
刻

字
）

奉
納

、
龍

、
大

正
九

年
一

月
元

日
、

佐
々

木
勝

一
木

の
板

額
、

刻
字

佐
々

木
勝

一
　

　
　

　
　

　
　

寿
-3

-7
　

文
字

額
「

稲
荷

社
」

字
歌

棄
町

美
谷

　
稲

荷
神

社
　

　
（

板
に

浮
彫

）
稲

荷
社

木
の

板
額

、
浮

彫
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-4

-1
馬

神
馬

字
磯

谷
町

鮫
取

澗
　

稲
荷

神
社

明
治

19
18

86

（
画

面
・

右
上

枠
・

墨
書

）
奉

納
、

明
治

十
九

年
／

戊
四

月
吉

日
（

画
面

・
左

下
枠

・
墨

書
）

磯
谷

郡
横

澗
村

、
坂

井
ツ

ヨ
、

当
十

七
年

（
画

面
・

ひ
っ

か
き

傷
）

い
た

る
と

こ
ろ

に
、

ひ
っ

か
い

た
よ

う
な

跡
で

「
坂

井
ツ

ヨ
」「

ツ
ヨ

」「
坂

井
」

の
文

字
が

刻
ま

れ
て

い
る

額
装

、
板

紙
貼

彩
色

坂
井

ツ
ヨ

磯
谷

郡
横

澗
村

　
　

　
　

　
　

寿
-4

-2
武

者
牛

若
丸

字
磯

谷
町

鮫
取

澗
　

稲
荷

神
社

明
治

5
18

72
（

画
面

・
墨

書
）

奉
納

、
明

治
五

壬
申

年
四

月
吉

日
、

北
村

屋
佐

兵
衛

額
装

、
板

彩
色

北
村

屋
佐

兵
衛
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資
料

N
o.

画
題

分
類

画
題

調
査

地
奉

納
年

西
暦

記
載

内
容

形
態

・
材

質
な

ど
奉

納
者

奉
納

者
の

住
所

制
作

者
縦

寸
（

㎝
）

横
寸

（
㎝

）
縦

内
寸

（
㎝

）
横

内
寸

（
㎝

）

船 絵 馬

寿
-4

-3
武

者
楠

木
正

成
字

磯
谷

町
鮫

取
澗

　
稲

荷
神

社
明

治
29

18
96

（
画

面
・

墨
書

）
奉

納
、

明
治

廿
九

年
十

月
吉

日
、

願
主

／
志

（
以

下
、

長
押

に
隠

れ
て

不
明

）
額

装
、

印
刷

志（
以

下
、長

押
に

隠
れ

て
不

明
）

　
　

　
　

　
　

　

寿
-4

-4
武

者
児

島
高

徳
字

磯
谷

町
鮫

取
澗

　
稲

荷
神

社
　

　

（
画

面
・

桜
の

木
・

墨
書

）
天

莫
空

勾
践

／
時

非
無

范
蠡

（
画

面
・

左
上

・
墨

書
）（

詩
句

が
書

か
れ

て
い

る
が

未
解

読
）

額
装

、
印

刷
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-4

-5
動

物
龍

字
磯

谷
町

鮫
取

澗
　

稲
荷

神
社

明
治

37
19

04
（

画
面

・
墨

書
）

奉
納

、
明

治
丗

七
年

二
月

吉
日

献
納

、
高

橋
常

松
額

装
、

板
彩

色
高

橋
常

松
　

　
　

　
　

　
　

寿
-4

-6
天

皇
明

治
天

皇
と

陵
墓

字
磯

谷
町

鮫
取

澗
　

稲
荷

神
社

大
正

19
12

以
降

（
額

・
墨

書
）

大
正

□
年

十
二

月
十

□
、

五
十

嵐
□

（
以

下
、

長
押

に
隠

れ
て

不
明

）
額

装
、

台
紙

に
写

真
貼

付
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-4

-7
天

皇
明

治
天

皇
・

皇
后

字
磯

谷
町

鮫
取

澗
　

稲
荷

神
社

　
　

　
額

装
、

白
黒

印
刷

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-4

-8
天

皇
二

重
橋

字
磯

谷
町

鮫
取

澗
　

稲
荷

神
社

　
　

（
額

・
墨

書
）

奉
納

、
願

主
（

以
下

、
長

押
に

隠
れ

て
不

明
）

額
装

、
印

刷
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-4

-9
船

弁
才

船
　

大
神

丸
字

磯
谷

町
鮫

取
澗

　
稲

荷
神

社
明

治
16

18
83

（
画

面
・

墨
書

）
奉

納
（

画
面

・
右

側
枠

・
墨

書
）

明
治

十
六

年
第

八
月

十
五

日
、

願
主

　
佐

藤
友

太
郎

（
画

面
内

・
船

の
幟

・
墨

書
）

大
神

丸

額
装

、
板

紙
貼

彩
色

佐
藤

友
太

郎
　

　
26

.7
38

.0
23

.0
34

.3
〇

寿
-4

-1
0

船
弁

才
船

字
磯

谷
町

鮫
取

澗
　

稲
荷

神
社

明
治

20
18

87
（

画
面

・
右

上
枠

・
墨

書
）

奉
納

、
明

治
二

十
年

／
第

十
二

月
日

、
当

村
、

加
藤

石
松

（
画

面
・

船
の

幟
・

墨
書

）
磯

谷
郡

額
装

、
板

紙
貼

彩
色

加
藤

石
松

当
村

　
35

.5
47

.3
32

.0
44

.1
〇

寿
-4

-1
1

女
性

赤
ん

坊
を

抱
い

た
女

性
字

磯
谷

町
鮫

取
澗

　
稲

荷
神

社
　

　

（
画

面
上

部
の

余
白

・
墨

書
し

た
も

の
を

印
刷

？
）

□
[　

　
]百

[　
　

]人
乃

内
（

と
こ

ろ
ど

こ
ろ

紙
が

は
が

れ
て

い
る

）

額
装

、
印

刷
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-4

-1
2

　
不

明
（

絵
が

ほ
と

ん
ど

剥
が

れ
落

ち
て

い
る

）
字

磯
谷

町
鮫

取
澗

　
稲

荷
神

社
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-4

-1
3

　
笏

を
持

っ
た

人
物

字
磯

谷
町

鮫
取

澗
　

稲
荷

神
社

　
　

（
画

面
・

墨
書

）
奉

納
、

奈
良

岡
ス

エ
額

装
、

板
紙

貼
彩

色
奈

良
岡

ス
エ

　
　

　
　

　
　

　

寿
-5

-1
神

仏
市

杵
島

姫
命

？
字

磯
谷

町
横

澗
　

伊
都

岐
島

神
社

　
　

（
画

面
・

余
白

・
墨

書
）

家
運

隆
盛

、
□

□
白

龍
□

□

額
装

、
板

に
細

工
物

貼
付

（
立

体
）

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-5

-2
物

語
高

砂
字

磯
谷

町
横

澗
　

伊
都

岐
島

神
社

（
昭

和
62

）（
19

87
）（

額
の

下
に

付
け

ら
れ

た
板

・
墨

書
）

岩
谷

光
男

作
　

寄
贈

額
装

、
布

地
の

細
工

岩
谷

光
男

　
　

　
　

　
　

　

寿
-5

-3
風

景
風

景
（

小
高

い
と

こ
ろ

か
ら

見
た

海
の

景
色

）
字

磯
谷

町
横

澗
　

伊
都

岐
島

神
社

　
　

　
額

装
、

水
彩

画
？

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-5

-4
動

物
鮭

字
磯

谷
町

横
澗

　
伊

都
岐

島
神

社
昭

和
45

19
70

（
画

面
・

墨
書

）
奉

納
、

岩
谷

昭
三

、
昭

和
四

十
五

年
八

月
額

装
、

板
に

細
工

物
貼

付
岩

谷
昭

三
　

　
　

　
　

　
　

寿
-5

-5
動

物
昇

龍
字

磯
谷

町
横

澗
　

伊
都

岐
島

神
社

　
　

（
画

面
内

に
付

け
ら

れ
た

板
・

墨
書

）
昇

龍
額

装
、

板
に

細
工

物
貼

付
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資
料

N
o.

画
題

分
類

画
題

調
査

地
奉

納
年

西
暦

記
載

内
容

形
態

・
材

質
な

ど
奉

納
者

奉
納

者
の

住
所

制
作

者
縦

寸
（

㎝
）

横
寸

（
㎝

）
縦

内
寸

（
㎝

）
横

内
寸

（
㎝

）

船 絵 馬

寿
-5

-6
神

社
境

内・
外

観
市

杵
島

神
社

外
観

字
磯

谷
町

横
澗

　
伊

都
岐

島
神

社
（

昭
和

62
）（

19
87

）（
額

に
付

け
ら

れ
た

板
・

墨
書

）
岩

谷
光

男
作

　
寄

贈
額

装
、

布
細

工
岩

谷
光

男
　

岩
谷

光
男

　
　

　
　

　

寿
-5

-7
神

社
境

内・
外

観
市

杵
島

神
社

外
観

字
磯

谷
町

横
澗

　
伊

都
岐

島
神

社
昭

和
62

19
87

（
写

真
外

側
の

余
白

・
墨

書
）

奉
納

、
逢

見
末

太
郎

、
昭

和
六

十
二

年
八

月
吉

日
額

装
、

写
真

逢
見

末
太

郎
　

　
　

　
　

　
　

寿
-5

-8
神

社
境

内・
外

観
市

杵
島

神
社

外
観

写
真

字
磯

谷
町

横
澗

　
伊

都
岐

島
神

社
　

　
（

額
・

ガ
ラ

ス
に

貼
ら

れ
た

紙
・

手
書

）
寄

贈
　

岩
谷

典
春

　
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-5

-9
神

社
境

内・
外

観
市

杵
島

神
社

外
観

字
磯

谷
町

横
澗

　
伊

都
岐

島
神

社
　

　
　

額
装

、
細

工
物

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-5

-1
0

船
洋

式
帆

船
字

磯
谷

町
横

澗
　

伊
都

岐
島

神
社

昭
和

62
19

87
（

画
面

・
余

白
・

金
字

で
手

書
）

川
地

久
男

、
奉

納
、

昭
和

六
十

二
年

八
月

吉
日

額
装

、
板

に
細

工
物

貼
付

（
立

体
）

川
地

久
男

　
　

　
　

　
　

〇

寿
-5

-1
1

　
氏

子
集

合
写

真
字

磯
谷

町
横

澗
　

伊
都

岐
島

神
社

　
　

（
写

真
に

写
り

こ
ん

だ
幟

）「
市

杵
島

神
社

」
額

装
、

写
真

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-5

-1
2

　
文

字
額

「
星

霜
百

年
」

字
磯

谷
町

横
澗

　
伊

都
岐

島
神

社
昭

和
57

19
82

（
本

紙
・

墨
書

）
星

霜
百

年
、

昭
和

五
十

七
年

八
月

十
五

日
、

祝
　

横
澗

小
学

校
、

蓬
草

書
[朱

文
方

印
]

額
装

、
紙

、
墨

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-1
馬

神
馬

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
明

治
36

19
03

（
画

面
・

墨
書

）
奉

納
、

明
治

三
拾

六
年

九
月

吉
日

、
磯

谷
郡

北
尻

別
村

中

額
装

、
板

紙
貼

（
一

部
の

み
著

色
）

磯
谷

郡
北

尻
別

村
中

磯
谷

郡
北

尻
別

村
中

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-2
馬

神
馬

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
明

治
39

19
06

（
画

面
・

墨
書

）
明

治
三

十
九

年
九

月
一

日
、

南
尻

別
村

字
目

名
、

岩
本

額
装

、
板

紙
貼

彩
色

岩
本

南
尻

別
村

字
目

名
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-3
馬

神
馬

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
明

治
43

19
10

（
画

面
・

白
で

手
書

）
奉

納
、

明
治

四
拾

参
年

八
月

一
日

、
後

志
国

磯
谷

郡
磯

谷
村

／
字

島
古

丹
村

、
佐

藤
千

代
額

装
、

押
絵

佐
藤

千
代

後
志

国
磯

谷
郡

磯
谷

村
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-4
馬

神
馬

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

画
面

・
墨

書
）

奉
納

額
装

、
板

彩
色

ま
た

は
板

紙
貼

彩
色

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-5
馬

神
馬

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

画
面

・
墨

書
）

奉
納

、
願

主
　

齋
藤

秀
雄

額
装

、
板

彩
色

齋
藤

秀
雄

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-6
馬

神
馬

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

額
・

墨
書

）
磯

谷
村

大
字

能
津

登
、

種
村

惣
五

郎
額

装
、

版
画

？
種

村
惣

五
郎

磯
谷

村
大

字
能

津
登

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-7
神

仏
七

福
神

の
う

ち
三

神
？

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
　

額
装

、
板

に
細

工
物

貼
付

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-8
神

仏
恵

比
寿

と
大

黒
天

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

画
面

・
墨

書
）

奉
納

、
嶋

古
丹

村
、

西
川

と
き

額
装

、
押

絵
西

川
と

き
嶋

古
丹

村
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-9
神

仏
恵

比
寿

と
大

黒
天

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

画
面

中
央

・
色

は
退

色
の

た
め

不
明

・
手

書
）

寿
額

装
、

板
に

細
工

物
貼

付
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-1
0

神
仏

大
黒

天
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

　
額

装
、

ガ
ラ

ス
絵

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-1
1

神
仏

福
禄

寿
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
画

面
・

墨
書

）
福

禄
を

／
か

ね
た

る
／

人
の

／
席

書
は

／
寿

の
字

を
／

永
く

筆
に

／
延

け
り

、
文

／
文

明
閑

人
[白

文
方

印
]

額
装

、
紙

本
墨

画
淡

彩
　

　
文

明
閑

人
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資
料

N
o.

画
題

分
類

画
題

調
査

地
奉

納
年

西
暦

記
載

内
容

形
態

・
材

質
な

ど
奉

納
者

奉
納

者
の

住
所

制
作

者
縦

寸
（

㎝
）

横
寸

（
㎝

）
縦

内
寸

（
㎝

）
横

内
寸

（
㎝

）

船 絵 馬

寿
-6

-1
2

神
仏

七
福

神
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

明
治

25
18

92

（
額

・
墨

書
）

奉
納

、
明

治
廿

五
年

九
月

廿
一

日
𠮷

、
島

古
丹

村
／

𠮷
田

福
蔵

（
画

面
・

墨
書

か
印

刷
か

不
明

）
な

か
き

世
の

／
と

を
の

ね
ふ

り
の

／
み

な
め

さ
め

／
な

み
の

り
ふ

ね
の

／
お

と
の

よ
き

か
な

額
装

、
白

黒
印

刷
𠮷

田
福

蔵
島

古
丹

村
　

38
.5

49
.0

29
.0

39
.3

　

寿
-6

-1
3

物
語

神
功

皇
后

と
武

内
宿

禰
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

明
治

20
18

87
（

額
・

墨
書

）
奉

納
、

明
治

廿
年

／
丁

亥
　

五
月

吉
祥

日
額

装
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-1
4

物
語

神
功

皇
后

と
武

内
宿

禰
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

明
治

28
18

95
（

額
・

桃
色

で
手

書
）

奉
納

、
明

治
廿

八
年

三
月

、
酉

年
女

額
装

、
押

絵
酉

年
女

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-1
5

物
語

神
功

皇
后

と
武

内
宿

禰
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

明
治

33
19

00
（

額
・

墨
書

）
奉

納
、

磯
谷

郡
島

古
丹

村
、

願
主

　
志

波
ミ

サ
女

、
明

治
参

拾
三

年
第

七
月

丗
壱

日

額
装

、
板

紙
貼

彩
色

志
波

ミ
サ

磯
谷

郡
島

古
丹

村
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-1
6

物
語

高
砂

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
明

治
39

19
06

（
画

面
・

墨
書

）
奉

納
、

明
治

丗
九

稔
丙

午
春

三
月

網
卸

祝
日

、
能

津
登

、
／

𠮷
﨑

美
輪

、
七

拾
三

歳
老

額
装

、
押

絵
𠮷

﨑
美

輪
能

津
登

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-1
7

武
者

加
藤

清
正

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

額
・

墨
書

）
奉

納
、

磯
谷

能
津

登
村

、
川

島
美

代
（

画
面

・
幟

・
青

色
で

手
書

）
加

藤
虎

之
助

額
装

、
板

彩
色

川
島

美
代

磯
谷

能
津

登
村

　
56

.5
※

林
報

告
に

よ
る

77
.0

※
林

報
告

に
よ

る
　

　
　

寿
-6

-1
8

武
者

加
藤

清
正

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
明

治
26

18
93

（
画

面
・

墨
書

）
願

主
　

歌
棄

郡
美

谷
村

、
竹

村
な

よ
、

明
治

廿
六

年
／

二
月

四
日

額
装

、
板

彩
色

竹
村

な
よ

歌
棄

郡
美

谷
村

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-1
9

武
者

重
盛

諫
言

図
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

明
治

34
19

01
（

額
・

墨
書

）
明

治
三

十
四

年
、

上
福

ハ
ル

額
装

、
印

刷
上

福
ハ

ル
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-2
0

武
者

義
経

と
弁

慶
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

明
治

43
19

10
（

額
・

墨
書

）
奉

納
、

磯
谷

郡
ノ

ツ
ト

村
、

願
主

　
笹

本
孝

次
郎

、
明

治
四

拾
三

年
第

七
月

丗
日

額
装

、
印

刷
笹

本
孝

次
郎

磯
谷

郡
ノ

ツ
ト

村
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-2
1

風
景

風
景（

中
景

に
帆

船
、遠

景
に

山
）

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

額
・

赤
色

で
手

書
）

亀
田

郡
根

崎
、

松
田

富
太

郎
額

装
、

油
彩

松
田

富
太

郎
亀

田
郡

根
崎

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-2
2

風
景

風
景

（
川

、
小

舟
）

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

画
面

・
墨

書
）

奉
納

、
尻

別
村

字
桶

津
ヶ

澤
、

小
平

清
次

郎
、

敬
白

額
装

、
印

刷
小

平
清

次
郎

尻
別

村
字

桶
津

ヶ
澤

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-2
3

風
景

風
景（

中
景

に
帆

船
、遠

景
に

山
）

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
　

額
装

、
印

刷
？

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-2
4

風
景

風
景

（
外

国
の

港
）

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

額
・

墨
書

）
奉

納
、

磯
谷

郡
磯

谷
村

大
字

島
古

丹
村

、
志

波
リ

サ
額

装
、

印
刷

志
波

リ
サ

磯
谷

郡
磯

谷
村

大
字

島
古

丹
村

　
37

.3
47

.3
29

.7
39

.5
　

寿
-6

-2
5

風
景

風
景

（
天

橋
立

）
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
画

面
・

墨
書

）
奉

納
額

装
、

印
刷

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-2
6

風
景

風
景

（
東

京
上

野
）

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
　

額
装

、
印

刷
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-2
7

風
景

風
景

（
橋

）
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

　
額

装
、

ガ
ラ

ス
絵

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-2
8

風
景

風
景

（
地

蔵
、草

花
、家

屋
）

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

額
・

フ
レ

ー
ム

に
貼

ら
れ

た
紙

・
活

字
）

奉
納

、
小

野
と

し
え

額
装

小
野

と
し

え
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-2
9

風
景

風
景

（
松

島
？

）
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

明
治

　
（

画
面

外
側

余
白

・
活

字
）

大
日

本
帝

国
三

景
、

明
治

□
三

年
九

月
十

□
□

□
額

装
、

印
刷
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画
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調
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地
奉

納
年
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形
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材

質
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ど
奉

納
者

奉
納

者
の

住
所

制
作

者
縦

寸
（

㎝
）

横
寸

（
㎝

）
縦

内
寸

（
㎝

）
横

内
寸

（
㎝

）

船 絵 馬

寿
-6

-3
0

風
景

風
景

（
富

士
山

・
帆

船
）

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
明

治
25

18
92

（
額

・
墨

書
）

明
治

貳
拾

五
年

一
月

廿
八

日
、

磯
谷

郡
横

澗
村

、
佐

藤
榮

五
郎

　
母

額
装

、
ガ

ラ
ス

絵
佐

藤
榮

五
郎

　
母

磯
谷

郡
横

澗
村

　
37

.0
47

.0
29

.0
39

.0
　

寿
-6

-3
1

風
景

風
景

（
橋

、
小

舟
、

雪
景

色
）

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
明

治
39

19
06

（
画

面
・

墨
書

）
奉

納
（

額
に

は
さ

ま
れ

た
名

刺
・

活
字

）
磯

谷
郡

磯
谷

村
／

字
嶋

古
丹

、
吉

田
福

蔵
（

額
に

は
さ

ま
れ

た
名

刺
・

墨
書

）
明

治
参

拾
九

年
／

旧
七

月
十

日
納

額
装

、
印

刷
𠮷

田
福

蔵
磯

谷
郡

磯
谷

村
／

字
嶋

古
丹

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-3
2

風
景

風
景

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
明

治
43

19
10

（
額

・
墨

書
）

奉
納

、
明

治
四

十
三

年
七

月
吉

日
、

北
尻

別
村

西
土

場
、

工
藤

み
さ

額
装

、
油

彩
工

藤
み

さ
北

尻
別

村
西

土
場

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-3
3

風
景

風
景

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
昭

和
16

19
41

（
額

・
墨

書
）

奉
納

、
昭

和
十

六
年

六
月

二
十

一
日

、
小

野
末

治
額

装
、

油
彩

小
野

末
治

　
　

34
.7

44
.5

23
.0

32
.3

　

寿
-6

-3
4

動
物

鶴
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
画

面
・

墨
書

の
署

名
を

印
刷

）
嶽

山
[朱

文
方

印
「

□
□

」
]

額
装

、
印

刷
　

　
嶽

山
　

　
　

　
　

寿
-6

-3
5

動
物

虎
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
額

内
に

は
さ

ま
れ

た
紙

・
活

字
）

奉
納

、
福

井
義

隆
額

装
、

布
細

工
福

井
義

隆
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-3
6

動
物

虎
？

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

額
内

に
は

さ
ま

れ
た

紙
・

活
字

）
奉

納
、

永
井

孝
蔵

（
額

・
墨

書
）

贈
、

永
井

孝
蔵

額
装

、
布

細
工

永
井

孝
蔵

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-3
7

動
物

花
鳥

図
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
額

・
ガ

ラ
ス

面
の

上
か

ら
黒

い
ペ

ン
で

書
き

込
み

）
奉

納
　

※
そ

れ
以

外
に

も
書

き
込

ん
だ

形
跡

が
み

ら
れ

る
が

、
ほ

と
ん

ど
消

え
て

お
り

判
読

で
き

な
い

。

額
装

、
ガ

ラ
ス

絵
不

明
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-3
8

動
物

大
根

、
ネ

ズ
ミ

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
大

正
4

19
15

（
画

面
・

墨
書

）
大

正
四

年
一

月
十

五
日

、
願

主
／

山
口

清
𠮷

額
装

、
板

彩
色

山
口

清
𠮷

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-3
9

動
物

猫
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

昭
和

47
19

72
（

額
に

は
さ

ま
れ

た
紙

・
黒

の
油

性
ペ

ン
で

手
書

）
福

井
、

S・
47

・
12

額
装

、
布

な
ど

を
使

っ
た

細
工

物
貼

付
福

井
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-4
0

天
皇

明
治

天
皇

一
家

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
明

治
38

19
05

（
額

・
墨

書
）

奉
納

、
明

治
三

十
八

年
九

月
吉

日 ※
林

報
告

に
よ

る
額

装
、

印
刷

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-4
1

天
皇

明
治

天
皇

一
家

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

額
・

墨
書

）
奉

納
額

装
、

印
刷

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-4
2

神
社

境
内・

外
観

海
神

社
社

殿
内

部
（

写
真

）
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
額

内
下

部
に

は
さ

ん
だ

紙
・

墨
書

）
奉

納
　

福
井

義
隆

額
装

、
写

真
福

井
義

隆
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-4
3

神
社

境
内・

外
観

神
社

外
観

（
写

真
）

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
　

額
装

、
写

真
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-4
4

船
弁

才
船

　
大

漁
丸

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
明

治
27

18
94

（
画

面
・

船
旗

）
[日

の
丸

]
（

画
面

・
船

の
幟

・
墨

書
）

大
漁

丸
（

画
面

・
白

で
手

書
）

大
阪

黒
金

橋
　

絵
馬

藤
筆

[花
押

]
（

額
・

墨
書

）
奉

納
、

明
治

弐
拾

七
年

旧
六

月
一

日
、北

海
道

後
志

国
磯

谷
郡

能
津

登
村

、願
主

　
工

藤
國

太
郎

額
装

、
板

紙
貼

彩
色

工
藤

國
太

郎
北

海
道

後
志

国
磯

谷
郡

能
津

登
村

絵
馬

藤
57

.3
77

.0
46

.5
66

.5
〇

田中祐未　寿都町の絵馬

179



Title:06_ 田中 .indd　p180　2020/03/21/ 土 16:56:49

資
料

N
o.

画
題

分
類

画
題

調
査

地
奉

納
年

西
暦

記
載

内
容

形
態

・
材

質
な

ど
奉

納
者

奉
納

者
の

住
所

制
作

者
縦

寸
（

㎝
）

横
寸

（
㎝

）
縦

内
寸

（
㎝

）
横

内
寸

（
㎝

）

船 絵 馬

寿
-6

-4
5

船
弁

才
船

　
神

徳
丸

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
明

治
27

18
94

（
画

面
・

墨
書

）
奉

納
（

画
面

右
・

枠
・

墨
書

）
明

治
廿

七
年

旧
三

月
吉

日
、

磯
谷

郡
能

津
登

村
／

吉
崎

雄
太

郎
（

画
面

・
船

の
幟

・
墨

書
）

神
徳

丸

額
装

、
板

紙
貼

彩
色

吉
崎

雄
太

郎
磯

谷
郡

能
津

登
村

　
31

.0
42

.0
23

.8
34

.5
〇

寿
-6

-4
6

船
弁

才
船

　
大

漁
丸

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
明

治
27

18
94

（
画

面
・

墨
書

）
奉

納
（

画
面

右
・

枠
・

墨
書

）
明

治
二

十
七

年
旧

六
月

二
十

一
日

、
能

津
登

村
、

願
主

　
伊

瀬
久

之
助

　
三

十
六

才
　

※
林

報
告

に
よ

る
（

画
面

・
船

の
幟

・
墨

書
）

大
漁

丸

額
装

、
板

紙
貼

彩
色

伊
瀬

久
之

助
※

林
報

告
に

よ
る

能
津

登
村

　
31

.2
41

.7
24

.0
34

.5
〇

寿
-6

-4
7

船
宝

船
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

大
正

12
19

23
（

額
・

墨
書

）
奉

納
、

大
正

拾
貳

年
二

月
吉

日
、

願
主

　
齋

藤
サ

タ
額

装
、

板
紙

貼
彩

色
齋

藤
サ

タ
　

　
66

.7
46

.4
57

.3
36

.9
〇

寿
-6

-4
8

船
蒸

気
船

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
昭

和
20

19
45

（
額

・
墨

書
）

奉
納

、
昭

和
二

十
年

正
月

十
五

日
、

北
尻

別
村

、
朱

田
豊

作

額
装

、
板

に
細

工
物

貼
付

（
立

体
）

朱
田

豊
作

北
尻

別
村

　
44

.5
99

.0
87

.0
32

.5
〇

寿
-6

-4
9

船
漁

船
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

昭
和

41
19

66

（
写

真
台

紙
・

墨
書

）
奉

納
、

昭
和

四
十

一
年

六
月

二
十

二
日

、
海

上
安

全
、

願
主

　
長

萬
部

町
　

馬
場

ミ
エ

（
写

真
に

写
り

こ
ん

だ
船

の
側

面
）

獲
産

丸

額
装

、
写

真
馬

場
ミ

エ
長

萬
部

町
　

　
　

　
　

〇

寿
-6

-5
0

船
洋

式
帆

船
　

金
小

丸
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
額

・
桃

色
で

手
書

）
金

小
丸

、
願

主
　

能
津

登
村

、
金

谷
粕

蔵
（

額
付

近
に

、画
面

か
ら

落
ち

た
と

思
わ

れ
る

日
の

丸
が

引
っ

か
か

っ
て

い
る

）

額
装

、
板

に
細

工
物

貼
付

（
立

体
）

金
谷

粕
蔵

能
津

登
村

　
42

.0
54

.7
34

.0
48

.6
〇

寿
-6

-5
1

船
洋

式
帆

船
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

　
額

装
、

板
に

細
工

物
貼

付
（

立
体

）
　

　
　

　
　

　
　

〇

寿
-6

-5
2

船
船

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
　

額
装

、
板

に
細

工
物

貼
付

（
立

体
）

　
　

　
　

　
　

　
〇

寿
-6

-5
3

船
洋

式
帆

船
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

　
額

装
、

板
に

細
工

物
貼

付
（

立
体

）
　

　
　

64
.5

90
.0

62
.0

88
.0

〇

寿
-6

-5
4

女
性

外
国

人
少

女
と

鳩
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

明
治

44
19

11
（

額
・

墨
書

）
明

治
四

拾
四

年
第

九
月

廿
一

日
新

調
、

磯
谷

郡
磯

谷
村

字
島

古
丹

、
中

村
リ

サ
額

装
、

印
刷

中
村

リ
サ

磯
谷

郡
磯

谷
村

字
島

古
丹

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-5
5

女
性

洋
装

の
婦

人
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

　
額

装
、

印
刷

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-5
6

女
性

美
人

詠
歌

之
圖

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

画
面

下
・

余
白

・
活

字
）

美
人

詠
歌

之
圖

額
装

、
印

刷
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-5
7

女
性

女
官

と
少

女
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

明
治

37
19

04
（

額
・

墨
書

）
奉

納
、

明
治

三
十

七
秊

第
七

月
𠮷

晨
、

願
主

　
山

口
ツ

ネ
（

画
面

右
上

・
墨

書
）

山
口

ツ
ネ

額
装

、
押

絵
山

口
ツ

ネ
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-5
8

　
人

物
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

明
治

37
19

04
（

額
・

墨
書

）
奉

納
、

明
治

三
拾

七
年

九
月

廿
二

日
、

願
主

　
長

尾
リ

ワ
額

装
、

押
絵

長
尾

リ
ワ
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資
料

N
o.

画
題

分
類

画
題

調
査

地
奉

納
年

西
暦

記
載

内
容

形
態

・
材

質
な

ど
奉

納
者

奉
納

者
の

住
所

制
作

者
縦

寸
（

㎝
）

横
寸

（
㎝

）
縦

内
寸

（
㎝

）
横

内
寸

（
㎝

）

船 絵 馬

寿
-6

-5
9

女
性

花
魁

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
明

治
42

19
09

（
額

・
墨

書
）

奉
納

、
明

治
四

拾
貳

年
旧

九
月

貳
拾

貳
日

、
願

主
　

歌
棄

郡
歌

棄
村

大
字

美
谷

、
黒

田
ト

ミ
ノ

、
敬

白
額

装
、

押
絵

黒
田

ト
ミ

ノ
歌

棄
郡

歌
棄

村
大

字
美

谷
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-6
0

　
男

性
像

（
上

半
身

）
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

昭
和

59
19

84
（

額
・

ガ
ラ

ス
に

貼
ら

れ
た

紙
・

墨
書

）
奉

納
、

横
山

ヱ
ス

、
昭

和
五

十
九

年
十

二
月

吉
日

額
装

、
押

絵
横

山
ヱ

ス
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-6
1

　
連

獅
子

？
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

昭
和

59
19

84
（

額
・

ガ
ラ

ス
に

貼
ら

れ
た

紙
・

墨
書

）
奉

納
、

横
山

ヱ
ス

、
昭

和
五

十
九

年
十

二
月

吉
日

額
装

、
押

絵
横

山
ヱ

ス
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-6
2

　
連

獅
子

？
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
額

に
は

さ
ま

れ
た

紙
・

活
字

）
奉

納
、

小
野

と
し

え
額

装
、

押
絵

小
野

と
し

え
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-6
3

女
性

婦
人

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
平

成
5

19
93

（
額

・
ガ

ラ
ス

に
貼

ら
れ

た
紙

・
墨

書
）

平
成

五
年

六
月

二
十

一
日

、
奉

納
、

横
山

ヱ
ス

額
装

、
押

絵
横

山
ヱ

ス
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-6
4

女
性

傘
を

持
っ

た
婦

人
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
額

に
は

さ
ま

れ
た

紙
・

活
字

）
奉

納
、

小
野

と
し

え
額

装
、

押
絵

小
野

と
し

え
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-6
5

女
性

婦
人

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
　

額
装

、
押

絵
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-6
6

　
牛

に
乗

っ
た

人
物

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
　

額
装

、
押

絵
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-6
7

　
子

供
遊

戯
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
画

面
・

白
で

手
書

）
奉

納
（

額
・

墨
書

）
森

久
作

額
装

、
押

絵
森

久
作

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-6
8

　
子

供
遊

戯
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

明
治

33
19

00

（
画

面
・

墨
書

）
奉

納
、

明
治

三
十

三
庚

子
（

以
下

、
虫

食
い

に
よ

り
読

み
取

れ
ず

）、
猪

田
賢

□
※

以
下

、
虫

食
い

に
よ

り
読

み
取

れ
ず

額
装

、
板

紙
貼

彩
色

猪
田

賢
次

※
林

報
告

に
よ

る
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-6
9

　
相

撲
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

　
額

装
、

紙
本

着
色

不
明

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-7
0

　
雪

見
灯

籠
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
画

面
・

手
書

の
署

名
を

印
刷

）
素

□
[白

文
方

印
]

額
装

、
印

刷
？

素
□

[白
文

方
印

]
　

素
□

　
　

　
　

　

寿
-6

-7
1

　
弘

前
城

（
写

真
）

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
昭

和
53

19
78

（
額

・
フ

レ
ー

ム
部

分
・

墨
書

）
昭

和
五

十
三

年
六

月
二

十
一

日
、

八
十

歳
記

念
、

藤
田

キ
ヨ

、
奉

納

額
装

、
写

真
を

ジ
グ

ソ
ー

パ
ズ

ル
に

し
た

も
の

藤
田

キ
ヨ

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-7
2

　
海

上
渡

御
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

平
成

4
19

92
（

額
・

墨
書

）
奉

納
、

平
成

四
年

度
祭

典
、

贈
　

平
島

勝
征

額
装

、
モ

ノ
ク

ロ
写

真
平

島
勝

征
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-7
3

　
鈴

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
平

成
10

19
98

（
額

・
ガ

ラ
ス

に
貼

ら
れ

た
紙

・
活

字
）

平
成

10
年

8月
、

奉
納

、
横

山
エ

ス

額
装

、
板

に
布

製
の

細
工

物
貼

付
横

山
エ

ス
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-7
4

　
文

字
額

「
海

神
社

」
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
本

紙
・

墨
書

）
海

神
社

、
蓬

草
書

[白
文

方
印

][朱
文

方
印

「
蓬

草
」

]
額

装
、

紙
、

墨
　

　
蓬

草
　

　
　

　
　

寿
-6

-7
5

　
文

字
額

「
奉

納
　

海
神

社
」

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

本
紙

・
墨

書
）

海
神

社
、

奉
納

、
願

主
　

横
山

竹
蔵

額
装

、
紙

、
墨

横
山

竹
蔵

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-7
6

　
文

字
額

「
海

神
社

」
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
板

・
金

色
で

手
書

）
海

神
社

、
能

登
輪

島
、

宮
野

茂
助

板
額

、
金

字
宮

野
茂

助
能

登
輪

島
　

　
　

　
　

　

田中祐未　寿都町の絵馬

181



Title:06_ 田中 .indd　p182　2020/03/21/ 土 16:56:49

資
料

N
o.

画
題

分
類

画
題

調
査

地
奉

納
年

西
暦

記
載

内
容

形
態

・
材

質
な

ど
奉

納
者

奉
納

者
の

住
所

制
作

者
縦

寸
（

㎝
）

横
寸

（
㎝

）
縦

内
寸

（
㎝

）
横

内
寸

（
㎝

）

船 絵 馬

寿
-6

-7
7

　
文

字
額

「
海

神
社

」
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
本

紙
・

墨
書

）
海

神
社

※
調

査
時

に
撮

影
し

た
記

録
写

真
で

は
、

こ
の

絵
馬

は
他

の
絵

馬
の

背
後

に
隠

れ
て

し
ま

っ
て

お
り

、
他

に
何

が
書

か
れ

て
い

る
か

読
み

取
れ

ず

額
装

、
紙

、
墨

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-7
8

　
文

字
額

「
正

一
位

　
稲

荷
大

明
神

」
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

　
　

（
板

・
細

工
物

貼
付

）
正

一
位

　
稲

荷
大

明
神

木
の

板
額

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-7
9

　
文

字
額

「
観

音
堂

」
字

磯
谷

町
能

津
登

　
海

神
社

明
治

39
19

06

（
本

紙
・

墨
書

）
征

露
紀

念
、

奉
納

、
明

治
三

十
九

年
六

月
吉

日
、

清
藤

浅
𠮷

、
敬

白
、

奉
天

府
鉄

嶺
県

調
兵

山
貢

生
□

□
壬

[白
文

方
印

]

額
装

、
紙

、
墨

清
藤

浅
𠮷

　
　

　
　

　
　

　

寿
-6

-8
0

　
文

字
額

「
英

武
通

天
」

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
昭

和
14

19
39

（
背

景
の

布
に

黒
い

布
で

細
工

）
英

武
通

天
（

画
面

・
墨

書
）

界
首

站
警

備
隊

大
西

隊
長

徳
政

　
記

念
、

中
華

民
国

二
十

八
年

四
月

二
十

六
日

、
山

東
省

長
清

縣
、

界
首

愛
護

村
全

體
　

公
領

額
装

、
布

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-6

-模
1

船
船

（
模

型
）

字
磯

谷
町

能
津

登
　

海
神

社
　

　
（

土
台

に
貼

ら
れ

た
シ

ー
ル

・
活

字
）

奉
納

、
冨

谷
冨

夫
様

木
、

糸
、

布
な

ど
を

用
い

た
模

型
富

谷
富

夫
　

　
73

.0
80

.0
　

　
　

寿
-7

-1
馬

馬
三

頭
字

磯
谷

町
島

古
丹

　
稲

荷
神

社
　

　
（

額
・

フ
レ

ー
ム

・
墨

書
）

奉
納

、
久

保
田

弥
𠮷

額
装

、
風

景
画

に
浮

彫
貼

付
久

保
田

弥
𠮷

　
　

　
　

　
　

　

寿
-7

-2
神

仏
七

福
神

字
磯

谷
町

島
古

丹
　

稲
荷

神
社

昭
和

51
19

76

（
額

・
金

色
で

手
書

）
贈

、
隆

寶
丸

、
小

川
、

昭
和

51
年

8月
吉

日
（

画
面

・
金

色
の

細
工

）
松

庵
、

七
福

神
、

純
金

純
銀

鍍
金

（
額

に
貼

ら
れ

た
シ

ー
ル

）
黄

金
七

福
神

額
装

、
板

に
細

工
物

貼
付

（
既

製
品

）
小

川
　

松
庵

　
　

　
　

　

寿
-7

-3
船

洋
式

帆
船

（
箱

型
の

額
入

り
模

型
）

字
磯

谷
町

島
古

丹
　

稲
荷

神
社

昭
和

47
19

72

（
額

の
表

・
墨

書
）

奉
納

、
幸

豊
丸

（
額

の
裏

・
墨

書
）

昭
和

四
十

七
年

／
子

年
初

午 （
船

模
型

の
土

台
に

プ
リ

ン
ト

さ
れ

た
活

字
）

FA
LC

O
N

箱
型

の
額

、
背

景
に

海
と

空
、

箱
の

内
部

に
船

模
型

（
お

そ
ら

く
既

製
品

）
を

取
付

　
　

　
37

.5
47

.4
29

.5
39

.5
〇

寿
-7

-4
船

洋
式

帆
船

（
操

舵
輪

型
の

飾
り

）
字

磯
谷

町
島

古
丹

　
稲

荷
神

社
昭

和
46

19
71

（
余

白
・

墨
書

）
奉

納
、

高
島

鉱
𠮷

郎
、

昭
和

四
十

六
年

八
月

（
下

部
に

貼
ら

れ
た

シ
ー

ル
・

活
字

）
熱

海
温

泉

操
舵

輪
型

の
板

に
イ

ラ
ス

ト
を

プ
リ

ン
ト

（
既

製
品

）

高
島

鉱
𠮷

郎
　

　
29

.5
29

.5
　

　
〇

寿
-8

-1
馬

馬
三

頭
字

樽
岸

町
建

岩
　

稲
荷

神
社

　
　

（
画

面
左

下
・

赤
で

手
書

さ
れ

た
署

名
が

印
刷

さ
れ

て
い

る
）

M
.W

at
an

ab
e

額
装

、
印

刷
　

　
M

.W
at

an
ab

e
　

　
　

　
　

寿
-8

-2
神

仏
風

神
雷

神
字

樽
岸

町
建

岩
　

稲
荷

神
社

昭
和

13
19

38
（

台
紙

・
墨

書
）

奉
納

、
昭

和
十

三
年

（
以

下
、

紙
の

劣
化

に
よ

り
判

読
不

可
）、

高
村

（
以

下
、

紙
の

劣
化

に
よ

り
判

読
不

可
）

額
装

、
印

刷
高

村（
以

下
、

判
読

不
可

）
　

　
　

　
　

　
　

寿
-8

-3
動

物
狛

犬
字

樽
岸

町
建

岩
　

稲
荷

神
社

昭
和

39
19

64

（
額

・
墨

書
）

奉
納

、
昭

和
四

拾
年

八
月

貳
拾

日
、

北
村

善
吉

（
画

面
左

下
・

黄
色

の
油

絵
具

で
手

書
）

19
64

.M
O

RI
YA

額
装

、
油

彩
北

村
善

吉
　

M
O

RI
YA
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資
料

N
o.

画
題

分
類

画
題

調
査

地
奉

納
年

西
暦

記
載

内
容

形
態

・
材

質
な

ど
奉

納
者

奉
納

者
の

住
所

制
作

者
縦

寸
（

㎝
）

横
寸

（
㎝

）
縦

内
寸

（
㎝

）
横

内
寸

（
㎝

）

船 絵 馬

寿
-8

-4
天

皇
昭

和
天

皇
夫

妻
、

軍
艦

山
城

（
写

真
）

字
樽

岸
町

建
岩

　
稲

荷
神

社
昭

和
5

19
30

（
台

紙
に

手
書

）
奉

納
、昭

和
五

年
八

月
十

五
日

、
石

澤
賢

蔵
（

台
紙

に
印

刷
さ

れ
た

活
字

）大
日

本
帝

国
軍

艦
山

城

額
装

、
印

刷
さ

れ
た

写
真

石
澤

賢
蔵

　
　

　
　

　
　

　

寿
-8

-5
神

社
境

内・
外

観
護

国
神

社
？

外
観

（
写

真
）

字
樽

岸
町

建
岩

　
稲

荷
神

社
昭

和
10

以
降

19
35

以
降

（
額

に
貼

ら
れ

た
紙

・
金

色
の

手
書

文
字

が
印

刷
さ

れ
て

い
る

）
護

国
、

陸
軍

大
将

男
爵

荒
木

貞
夫

書
額

装
、

写
真

　
　

　
　

　
　

　
　

寿
-8

-6
　

文
字

額「
稲

荷
大

明
神

」
字

樽
岸

町
建

岩
　

稲
荷

神
社

　
　

（
本

紙
）

稲
荷

大
明

神
額

装
、

紙
、

墨
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-9

-1
風

景
夜

桜
の

風
景

字
開

進
町

　
寿

都
町

総
合

文
化

セ
ン

タ
ー

明
治

30
18

97

（
画

面
・

右
上

枠
・

ガ
ラ

ス
絵

の
技

法
で

手
書

風
に

記
載

）
夜

桜
の

風
景

（
裏

・
墨

書
）

明
治

三
拾

歳
七

月
九

日
、

奉
納

、
稲

荷
大

明
神

　
□

□
か

し
く

額
装

、
ガ

ラ
ス

絵
　

　
　

　
　

　
　

　

寿
-9

-2
風

景
風

景
（

噴
水

が
あ

る
外

国
の

都
市

）
字

開
進

町
　

寿
都

町
総

合
文

化
セ

ン
タ

ー
明

治
32

18
99

（
額

・
墨

書
）

奉
納

、
明

治
三

拾
二

年
八

月
、

敬
白

、
武

田
み

い
額

装
、

印
刷

武
田

み
い

　
　

　
　

　
　

　

寿
-9

-3
祭

礼
・

祭
具

銭
鳥

居
額

字
開

進
町

　
寿

都
町

総
合

文
化

セ
ン

タ
ー

　
　

（
画

面
・

墨
書

）
奉

納
、

秋
田

県
河

辺
郡

新
屋

村
、三

吉
大

神
、平

民
／

佐
藤

角
治

／
仝

　
金

五
郎

額
装

、板
に「

寛
永

通
宝

」
を

貼
付

平
民

　
佐

藤
角

治
／

仝
　

金
五

郎

秋
田

縣
河

邉
郡

新
屋

村
　

　
　

　
　

　

寿
-9

-4
祭

礼
・

祭
具

銭
鳥

居
額

字
開

進
町

　
寿

都
町

総
合

文
化

セ
ン

タ
ー

昭
和

59
？

19
84

?（
画

面
・

墨
書

）
奉

納
、

天
間

（
裏

・
墨

書
）

明
治

四
十

二
年

八
月

二
七

日
生

　
七

十
五

才

額
装

、
布

地
の

背
景

に
五

円
玉

、
一

円
玉

を
貼

付
天

間
　

　
　

　
　

　
　

寿
-9

-模
1

船
船

（
模

型
）

字
開

進
町

　
寿

都
町

総
合

文
化

セ
ン

タ
ー

昭
和

6
19

31

（
台

・
白

で
手

書
）

奉
納

　
政

泊
神

社
、

奉
納

者
／

沖
田

藤
一

、
照

（
マ

マ
）

和
六

年
八

月
四

日
（

船
の

旗
1・

墨
書

）
祝

大
漁

、第
一

寿
丸

、
村

小
田

（
船

の
旗

2・
墨

書
）

祝
大

漁
、

第
一

／
寿

丸
、

木
石

田
（

船
の

旗
3・

墨
書

）
祝

大
漁

、第
一

寿
丸

、
二

仁
岸

木
、

糸
、

布
な

ど
を

用
い

た
模

型
沖

田
藤

一
　

　
　

　
　

　
　

凡
例

1.
 リ

ス
ト

内
の

記
載

事
項

に
つ

い
て

　（
　

） ：
か

っ
こ

の
後

に
続

く
記

載
事

項
が

記
さ

れ
た

箇
所

と
記

載
方

法
　

 
、

 ：（
　

）
内

に
あ

る
記

載
事

項
の

う
ち

、「
奉

納
者

の
住

所
、

奉
納

者
名

、
年

代
」

な
ど

、
意

味
の

区
切

り
と

な
る

箇
所

　
 ／

 ：
「

、」
内

に
あ

る
記

載
事

項
の

う
ち

、
改

行
箇

所
　

 □
 ：

解
読

で
き

な
か

っ
た

文
字

例
:（

画
面

・
墨

書
）

奉
納

、
明

治
四

十
三

年
、

七
月

二
十

四
日

、
寿

都
町

大
字

新
栄

町
、

冨
樫

タ
ツ

、
森

山
嘉

之
助

2.
 本

稿
で

は
、

神
社

に
奉

納
さ

れ
た

額
を

リ
ス

ト
に

記
録

し
た

。
　

 た
だ

し
、

船
の

模
型

に
関

し
て

は
、

額
に

入
っ

て
い

な
い

も
の

で
も

、
　

 今
後

、
船

絵
馬

と
の

関
連

を
見

出
す

こ
と

を
考

え
、

他
の

絵
馬

と
は

分
類

を
分

け
て

記
録

す
る

こ
と

に
し

た
。

　
 例

：
寿

-9
-模

1
3.

 本
稿

で
は

、
原

則
と

し
て

、
旧

字
体

を
新

字
体

に
改

め
た

。
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寿-6-6

寿-6-1

寿-6-2 寿-6-3

寿-4-1

寿-6-5

<馬図>

本稿に掲載した図版の、実際の寸法に対する拡大率はそれぞれ異なる。
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寿-2-1

寿-3-3

<神仏図>

<動物図>
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寿-1-3

寿-6-15

寿-6-17

寿-4-2

寿-6-20

<武者図>
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本稿に掲載した図版の、実際の寸法に対する拡大率はそれぞれ異なる。
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Votive Pictures in Suttsu Town, Hokkaido

TANAKA Yumi

 

In October 2019, we carried out site studies of 
eight shrines and one cultural facility to verify loca-
tions of ema (votive pictures offered to facilities 
such as shrines or temples) extant in Suttsu Town, 
Hokkaido. During the study, we recorded details of 
all votive pictures confirmed at each site.

Key findings are:
(1)  There was a total of 140 votive pictures. All 

information readable from the votive pic-
tures has been summarized in charts. Future 
closer examination based on these findings 
is necessary.

(2)  In Suttsu Town, there are many funaema 
— votive pictures of ships. These funaema 
exhibit various styles, such as two-dimen-
sional, semi-stereo, and three-dimensional. 

Semi-stereo votive pictures have also been 
found in other areas of Hokkaido, such as 
Yoichi Town and Iwanai Town.

(3)  Compared with findings of similar studies 
presented in 1993, on some of the votive 
pictures, graphic elements and text have 
become illegible; certain votive pictures 
cannot be located at all. We plan to digi-
tize the photographic film used during the 
previous study, which is kept at Hokkaido 
Museum.

In future, we plan to expand the scope to in-
clude surrounding regions of Suttsu Town. A long-
term goal is to create a database of votive pictures 
for all regions of Hokkaido.

RESEARCH REPORT

TANAKA Yumi : History Studies Group, Research Division, Hokkaido Museum
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